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トラック事業の生産性向上方策に関する手引き（仮称） 

手引き部分骨子 

 手引き部分の骨子は第１回、第２回のＷＧでの議論を踏まえて以下のように検討中。（ペ

ージ数については想定であり、変更の可能性あり） 

 

１. トラック事業を取り巻く環境（４～５Ｐ程度） 

 トラック事業全体の課題を解説。 

 ５フォース分析の結果について重要なものを抜粋し解説するほか、既存のアンケ

ートや報告書より、厳しい状態にある労働条件や、それに伴う担い手の減少、若年

入職者減による業界の高齢化などに言及。 

 総労働時間は様々な業種の中でも長時間となっている。 

 厳しい動労条件により、業界としての高齢化や人手不足が顕著となっている。 

 短期的にはこれ以上の労働リソース（人・労働時間）の投入は難しく、増大す

る配送ニーズに応えられず、このままでは企業活動、日本経済全体に悪影響を

与える可能性も出てきている。 

 一方で、このようなアゲンストな状況の中でも、創意工夫により新たな取組を行っ

ている企業も現れている旨を PR。 

 労働時間を増やすのではなく、時間あたりの成果を高めていくことで、配送ニ

ーズに対応している。 

 特に、トラック事業者単独ではなく、荷主企業との協力、あるいは荷主企業同

士の協力による取組により高い成果を挙げている。 
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２. トラック事業・事業者の課題とその対策方向性（４～５Ｐ程度） 

 上記の課題を整理・統合すると、“経営”、“輸送”、“積卸”の３種類に整理される。 

 輸送について：多頻度少量化による実車率や積載率の低下が進展している 

 積卸について：手待ち時間が長く、実車率の低下に繋がっている。また、契約

事項以外にも積卸や棚入れといった業務をドライバーが実施しており、負担

となっている。 

 注：“経営”については大きな話となるので、取り上げるべきか要検討。 
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 また、解決方向性として、次ページのような方向性があげられる。 

 解決方策の中には政府、業界が一丸となって取り組むべきものもある。 

 コンプライアンスを守らない企業、原価計算の徹底、契約書内容の見直し、

都市部における駐停車スペースの確保や一時駐停車の許可 等 

 しかし、荷主、トラック事業者の協力により実現可能なものもあり、これらに

ついては各社が積極的に進めていくべき。 

 共同配送、積卸タイミングの共有による手待ち時間の削減、梱包や荷姿の

標準化、荷役の効率化 等 
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３. トラック事業者における生産性向上の考え方（３～４Ｐ程度） 

 トラック事業者と荷主の協力による生産性向上の考え方は以下のような要素に分

解できる。 

 KPＩ(Key Performance Indicator)として、トラック輸送の実働率、実車率、

積載率が重要であり、これらの向上を図っていく必要がある。 

 注：第２回の議論を踏まえて、回転率に関する考え方も以下図表に含める。 
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 また、一つの論点となる積卸については以下のように整理され、特に手待ち時間に

ついては削減することで、生産性向上に大きく寄与する。 

 トラックの特にドライバーからみた場合、積卸は実際に作業している時間【作

業時間】と、単に待っている時間【待ち時間】に分かれる。 

 附帯業務は契約に記載があれば作業時間と考えられるが、なければ生産性の

ない時間といえる 
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４. 生産性向上のための取組方向性（７～８Ｐ程度程度） 

 荷主とトラック事業者により実施可能な生産性向上の方策として以下があげられ、

本手引きでも事例を紹介する。 
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 また、これらの方策について、各事例より得られる、取り組みを進める上でのポイ

ントを整理する。 

 共同配送については・・・ 

 積卸時間の削減については・・・・ 

⇒各事例より得られるポイント・示唆を演繹的に整理 

 

以上 

 


